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Abstract
The theory on permeab■ity of cOncrete has been extended in this study  Vヽe al ou F Ow
Of都/ater under any high pressure froHl the opening devised in the center of a cincrete column
The permeability in concrete can be expressed by the diffusion equation for the water pressure
Vヽe sho、ぉrt都ァo一dirnensional of the solution Of the equation,and sho、、アthat the one―dilnensional
solution should not be apphed to the permeability radiating in concrete  The exact soultion
given by authors in the present study generates M′ell t邪/o―dilnensio al郡ァater pas ge
′ζt,ypο′Js: permeability,M′atertightness,diffusion coenicient
1.  は じ め に
本研究では,水がコンクリートの中を流れ,透
過する現象を理論的に考察している。コンク
リートの水密性が悪いと,海水や酸性・アルカ
リ性の水がコンクリー ト中に容易に浸透し,コ
ンクリートの劣化を著しく進行させる原因とな
る。凍結融解によるコンクリート耐久性の低下
も透水性が良いこと,すなわち,コンクリート
の水密性が不足していることに主原因がある。
また,地下室や水槽などのコンクリート構造物
は漏水などを極力避ける必要があり,コンク
リートの水密性を十分に良くして,衛生を維持
し,耐久性を持続させることが重要である。コ
ンクリー トの透水性に関する理論的な研究は,
一次元的な現象に限れば数多く見られる。しか
し,二次元的現象を取り扱った理論的な研究に
は不十分な点が多い。したがって,この面の研
究の重要性は高く,研究成果が大いに期待され
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るところである。この点,本研究の意義は大き
いといえる。
2.基礎方程式
コンクリー ト供試体は中空となっておりこの
中空部には水が満たされており,ある圧力がか
かっている。この加圧により,コンクリートの
中を水が速度 クで流れる場合 (図2.1)を考え
る。
図21のように高さ力の供試体内に極座標
をとりγの点に断面 1,これより微少距離 デタ′
だけ離れたところに断面 2をとる (図2.2)。
断面 1から′ナ時間に流入する水量 01は,
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図21 記号の定義
